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Today’s Japan 
～ Low Cost Carriers ～ 

 

The abbreviation LCC is heard frequently in the news 
today. It stands for “low cost carrier,” and refers to 
companies that offer air transportation at one-fourth to 
one-fifth the rate of conventional fares by taking 
thorough cost reduction and service efficiency measures, 
such as by charging for in-flight meals and using 
airports with low usage fees. 

LCCs have already taken root overseas, but in Japan, 
they have begun garnering attention only recently, with 
regional airports promoting LCC services to attract more 
travelers and LCCs taking advantage of expanded 
international flight slots at Japan’s hub airports of 
Narita and Haneda. It appears that major Japanese 
airline companies will also be joining the LCC market. 
As LCCs such as Southwest Airlines of the United 
States, Malaysia’s AirAsia, and China’s Spring Airlines 
compete to reduce costs while ensuring the high level of 
safety that is necessarily expected of air transportation, 
it remains to be seen what type of LCC companies will 
newly emerge in Japan. 

 

日本
に ほ ん

のいま 

～ 注目
ちゅうもく

される格安
かくやす

航空
こうくう

会社
がいしゃ

 ～ 
 

 最近
さいきん

ニュース
に ゅ ー す

でよく聞
き

く言葉
こ と ば

に「LCC」があります。LCCはLow 

cost carrierの略
りゃく

ですが、機内食
きないしょく

の有料化
ゆうりょうか

や利用料
りようりょう

の安
やす

い空港
くうこう

の使用
し よ う

等
など

、徹底
てってい

したコスト
こ す と

削減
さくげん

や運航
うんこう

の効率化
こ う り つ か

により、従来
じゅうらい

の

4分
ぶん

の1、5分
ぶん

の1というような安値
や す ね

で航空
こうくう

輸送
ゆ そ う

を提供
ていきょう
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会社
かいしゃ

のことです。 

 海外
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では既
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に定着
ていちゃく

したLCCですが、日本
に ほ ん

では、地方
ち ほ う

空港
くうこう

がもっ

と多
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くの旅行者
りょこうしゃ
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よ
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こ

もうとLCC就航
しゅうこう
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を入
い

れたり、ハブ
は ぶ

空港
くうこう

である成田
な り た

と羽田
は ね だ

が拡大
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させた国際
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線
せん

発着枠
はっちゃくわく

にLCCが進出
しんしゅつ

したりして、ようやく注目
ちゅうもく

されるようになりました。そして日本
に ほ ん

の大手
お お て

航空
こうくう

会社
がいしゃ

もこの度
たび

LCCに参入
さんにゅう
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サウスウエスト
さ う す う え す と

航空
こうくう

やマレーシア
ま れ ー し あ
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、中国
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などのLCCが台頭
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ひ こ う き
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になるのでしょうか。

 

Weather in Japan 
～ Autumnal Rain ～ 

 

Come autumn, the high-pressure system in the Pacific 
Ocean begins to weaken and a cold high moves down 
from the Asian continent. The two high-pressure 
systems collide and create a stationary front over the 
Japanese archipelago. This stationary front is referred to 
as the autumnal front, and the rain during this period is 
called aki no naga-ame or shuurin, both of which 
literally mean “long rain of autumn.” The weather 
resembles that during the rainy season in early summer, 
but unlike the rainy season, no official announcements 
are made regarding the beginning and end of autumnal 
rain, because there is no clear beginning or end. 

The saying, “a cat’s face stretches 90 centimeters when 
it rains in autumn” means that cold-natured cats relax 
with a wide smile when it rains in autumn, because 
autumnal rain brings warmer days than sunny autumn 
days. It also means that even cats get bored by the long 
rain of autumn. 

Additionally, since ancient times, it is said that “a poor 
rice harvest means an abundant harvest of matsutake 
mushrooms,” because the weather conditions for rich 
harvests of rice and matsutake are completely opposite. 
When there is little rain and many sunny days in 
autumn, a rich harvest of rice can be expected, but when 
there is abundant rain in autumn, a rich harvest of 
matsutake can be expected. Last year, in spite of the 
extremely hot summer, the long rain of autumn ensured 
a bumper crop of matsutake. 

 

日本
に ほ ん

の気象
きしょう

 

～ 『秋雨
あきさめ

』 ～ 
 

 秋
あき

になると太平洋
たいへいよう

高気圧
こ う き あ つ

の勢力
せいりょく

が衰
おとろ

えるとともに、大陸
たいりく

から

は冷
つめ

たい高気圧
こ う き あ つ

が南下
な ん か

し、日本
に ほ ん

列島
れっとう

付近
ふ き ん

でこの2つの高気圧
こ う き あ つ

がぶ

つかり会
あ

い前線
ぜんせん

が停滞
ていたい

する様
よう

になります。これが秋雨
あきさめ

前線
ぜんせん

でこ

の時期
じ き

の雨
あめ

を「秋
あき

の長雨
ながあめ

」または「秋霖
しゅうりん

」と言
い

います。初夏
し ょ か

の梅雨
つ ゆ

と似
に

ていますが、始
はじ

まりや終
お

わりが明確
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おお

く、梅
つ

雨
ゆ

入
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り・梅
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雨
ゆ
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あ
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はありません。 

 「秋
あき

の雨
あめ

が降
ふ

れば猫
ねこ

の顔
かお

が三尺
さんじゃく

(約
やく

90センチ
せ ん ち

)になる」という

ことわざがあります。秋
あき

は晴
は

れの日
ひ

よりも雨
あめ

の日
ひ

の方
ほう

が暖
あたた

かく、

寒
さむ

がりの猫
ねこ

も顔
かお

を長
なが

くして喜
よろこ

ぶという意味
い み

のほかに、秋
あき

の長雨
ながあめ

には猫
ねこ

ですら退屈
たいくつ

するという意味
い み

もあります。 

 また、昔
むかし

から「稲
いね

不作
ふ さ く

は松茸
まつたけ

豊作
ほうさく

」といわれ、稲
いね

と松茸
まつたけ

では豊作
ほうさく

になる気象
きしょう

条件
じょうけん

が逆
ぎゃく

になります。秋
あき

に雨
あめ

が少
すく

なく晴
は

れが多
おお

い方
ほう

が豊作
ほうさく

となる稲
いね

と異
こと

なり、松茸
まつたけ

は秋
あき

に雨
あめ

が多
おお

く降
ふ

ると豊作
ほうさく

にな

ります。昨年
さくねん

は夏
なつ

の猛暑
もうしょ

にもかかわらず秋
あき

の長雨
ながあめ

により松茸
まつたけ

が

大豊作
だいほうさく

の年
とし

となりました。 

 




